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食欲・スポー ツ・読 書・芸術と、 何をす るにしても最 適な秋 ですが、十分 に

満喫するいと まもな く、気づけば もう冬 。インフルエ ンザも 例年より早め に

流行している とのこ と、手洗いや うがい 、十分な睡眠 をとる ように心がけ ま

しょう。  

現在会員登録 数 3,201人さま。次号 は 12月 20日発行の予定です ／  
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●講演会「紙 芝居の 歴史から子ど もの読 書文化につい て考え る」参加者募 集  

講  師：浅岡  靖央  さん（児童文 化研究 者、白百合女 子大学 教授）  

日  時：１１月３０ 日 （土）午後２ 時～４ 時  

会  場：大阪府立中 央 図書館  ２階大会議 室 （東大阪市荒 本）  

定  員： 60 人  （申込 先着順）   参加費 ： 1000 円  

主  催：一般財団法 人  大阪国際児童文学 振 興財団  

後  援：大阪府立中 央 図書館  

助  成：子どもゆめ 基 金助成活動  

お申込み、詳 細は  ↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#kamishibaikoen

kai 

 

●  連続講座「幼い 子 どもの文学を 考える 」の報告集を 販売し ています  

昨年度 12 月～２月に 開催した三宅 興子さ んの連続講座「幼 い子 どもの文学を

考 え る 」 の 報 告 集 。 英 米 の 歴 史 を 中 心 と し た 幼 年 文 学 の 歴 史 、 渡 辺 茂 男 作 品

と 松 岡 享 子 作 品 を 中 心 に 幼 年 文 学 に つ い て 考 え る な ど 、 全 ３ 回 の 講 演 を 記 録

しています。  

発行：当財団  2019 年 11 月  A4 判 97 頁  1200 円＋税  詳細は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/05_publication/index.html#hanbai 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会 な ど 、 さ ま ざ ま な 事 業 経 費 に 充

てさせていた だきま す。ぜひ、ご 協力い ただきますよ うお願 いします。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 



 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Keiko's Talk 

***************************************************************** 

『氷室冴子と その時 代』  嵯峨景 子 /著  小鳥遊書房  2019 年 10 月  対象年

齢：大人  

 

概 要 ： 氷 室 冴 子 の デ ビ ュ ー 前 か ら 亡 く な る ま で の 執 筆 活 動 の 変 遷 を 作 品 、 掲

載 さ れ た 媒 体 、 読 者 の 反 応 等 の 資 料 、 著 者 の 作 品 解 釈 か ら 浮 か び 上 が ら せ

た本。  

 

Ｙ：この本を 執筆さ れたきっかけ は何で すか。  

Ｋ：『 コバルト文 庫で 辿る少女小説 変遷史 』（彩流社 、2016 年）執 筆の過程で、

次 は 氷 室 冴 子 を や ら ね ば と 思 っ た こ と で す 。 氷 室 冴 子 と い え ば 『 な ん て 素

敵にジャパネ スク』（ 全 10 冊、集英社 、 1984～ 1991）ばかりが 語られがち

で す が 、 そ れ だ け で は な い 多 彩 な 仕 事 を 総 合 的 に 論 じ た 本 を 作 り た か っ た

のです。  

Ｙ ： 目 標 ど お り の 本 が 出 来 た と 思 っ て 読 ま せ て い た だ き ま し た 。 一 番 苦 労 さ

れたのは？  

Ｋ：90 年代後半以降 を取り扱った第 10 章です。この頃、氷室さ んは作家とし

て の 方 向 性 や プ ラ イ ベ ー ト な ど で 悩 む こ と も あ っ た の だ ろ う と 思 い ま す 。

と は い え 、 こ の 時 期 を 語 ろ う と し て も 結 局 推 測 に な っ て し ま う の で 、 踏 み

込 む こ と は 極 力 避 け ま し た 。 生 身 の 人 物 像 に 迫 っ た 評 伝 で は な く 、 氷 室 冴

子 の 仕 事 を 同 時 代 の 動 き と 関 連 づ け て 分 析 す る 本 で あ る こ と を 意 識 し 、 実

証的な記述を 心がけ ました。  

Ｙ ： 氷 室 作 品 を 読 む だ け で な く 、 後 年 の 作 家 へ の 影 響 な ど を 含 め て 周 辺 資 料

を調べ尽くし て書か れているとこ ろがお もしろかった です。  

Ｋ：そこは 自分の持 ち味なので頑 張りま した（笑 ）。活 字化さ れた資料のみ で

な く 、 今 回 は 初 め て 取 材 と い う 形 で 氷 室 さ ん の 関 係 者 に お 話 を う か が い ま

した。  

Ｙ ： こ の 本 で も う 一 つ お も し ろ か っ た の は 、 嵯 峨 さ ん の 氷 室 冴 子 作 品 に 対 す

る鋭い読み方 でした 。  

Ｋ ： 本 文 で は そ れ ぞ れ の 作 品 に 対 す る 個 人 的 な 思 い 入 れ と は 距 離 を 置 き 、 作

品 を 客 観 的 に 分 析 す る よ う 心 が け ま し た 。 そ の 分 、 個 人 的 な 読 書 体 験 は あ

とがきのなか で存分 に語っていま す。  

Ｙ ： 情 報 量 が た っ ぷ り で し た が 、 そ れ で も き っ と 書 き 尽 く せ な か っ た こ と が

たくさんあっ たんだ ろうなと思い ました 。  

Ｋ ： 氷 室 冴 子 の 作 品 が 現 状 で は 書 店 に あ ま り 並 ん で お ら ず 、 な か な か 再 評 価

が 進 み に く い な か で 、 自 分 が す べ き こ と は 何 か を 第 一 に 考 え ま し た 。 再 評

価が進めば、今回 私が 避けた氷室さ んのパ ーソナルな一 面に迫 る手法など 、

違 う ア プ ロ ー チ も 可 能 に な る か も し れ ま せ ん 。 そ の た め に も 、 こ れ を 最 初

の一歩として 今後も 氷室冴子研究 を進め ていきたいで す。  

Ｙ：この本の 魅力を 一言でお願い します 。  

Ｋ ： 帯 の 「 こ の 本 を 開 け ば 、 氷 室 冴 子 に ま た 会 え る 」 と い う 言 葉 ど お り 、 氷

室 冴 子 に つ い て 本 格 的 に 論 じ た 初 め て の 本 で す 。 ま た 巻 末 附 録 と し て 、 氷



室 さ ん が 大 学 時 代 に 執 筆 し た 少 女 マ ン ガ 論 の 手 書 き 原 稿 （ 初 公 開 資 料 ） も

収 録 し て い ま す 。 氷 室 冴 子 が エ ッ セ イ の な か で 語 っ た フ ェ ミ ニ ズ ム や ジ ェ

ン ダ ー 、 母 娘 関 係 や 独 身 で 仕 事 を す る 女 性 の 生 き 方 に つ い て の 言 葉 は 、 今

の時代にも刺 さるも のです。こう した一 面もぜひ知っ てもら いたいです。  

Ｙ：氷室冴子の作品 の 背景を知り、時代の 中 での作品の変 遷を知 ったことで、

作 品 を 読 み 直 し た く な り ま し た 。 ま た 、 読 ん だ こ と の な い 作 品 も 読 ん で み

た い と 思 い ま し た 。『 コ バ ル ト 文 庫 で 辿 る 少 女 小 説 変 遷 史 』『 氷 室 冴 子 と そ

の 時 代 』 の ２ 冊 は 、 児 童 文 学 史 に と っ て も 少 女 文 化 史 に と っ て も 欠 く こ と

の で き な い 本 だ と 思 い ま す 。 ま た 、 新 し い 視 点 で こ の 分 野 を 掘 り 下 げ て く

ださるのを楽 しみに しています。  

 

 ＊今回のゲストは 児 童文学研究者 でライ ターの嵯峨景 子さん （Ｋ）です。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 51 回「蛙のゴム 靴 」  

雲見と「さよ ならね 」  

 

前々回、前回 (当メル マガ NO.109、 110)の「畑のへり 」「カイ ロ 団長」につづ

い て 、 こ れ も 、 蛙 の 童 話 で す 。 登 場 す る の は 、 カ ン 蛙 、 ブ ン 蛙 、 ベ ン 蛙 の 三

びき。  

 

「 こ の 頃 、 ヘ ロ ン の 方 で は ゴ ム 靴 が は や る ね 。」「 僕 た ち も ほ し い も ん だ な 。」

――三びきは、そう言 い合います 。「ヘロン 」は、蛙語で人 間のこ と。そして、

カン蛙は、かつて恩 を 売ったことの ある野 鼠にゴム靴の 手配を 頼み、野鼠は、

ひ ど く 苦 労 し て 手 に 入 れ て く れ た の で し た 。 ブ ン 蛙 と ベ ン 蛙 は 、 カ ン 蛙 の ゴ

ム 靴 を ず い ぶ ん う ら や ま し が り 、 美 し い 蛙 の 娘 の ル ラ も 、 ゴ ム 靴 に 心 を ひ か

れて、カン蛙 をお婿 さんに選ぶの です。  

 

ブン蛙とベン 蛙は、カ ン蛙のことが いまい ましくてたま りませ ん。二ひきは、

結 婚 式 の 前 に カ ン 蛙 を 散 歩 に 連 れ 出 し て 、 萱 の 刈 跡 を 歩 き 、 ゴ ム 靴 を め ち ゃ

め ち ゃ に し て し ま い ま す 。 カ ン 蛙 は ゴ ム 靴 を う し な い 、 ゴ ム 靴 に 気 を と ら れ

て い た ル ラ 蛙 も 結 婚 相 手 を 見 損 な い そ う に な り ま す け れ ど 、 そ れ で も 、 結 婚

式 は 、 盛 大 に 行 わ れ ま す 。 ブ ン 蛙 と ベ ン 蛙 は 、 新 婚 旅 行 に つ い て い っ て 、 畑

の 麦 を 干 し た 杭 の 穴 に カ ン 蛙 を 落 と し て や ろ う と 考 え ま す が 、 三 び き と も 足

を と ら れ て 、 杭 穴 の 泥 水 の 底 に 落 ち て し ま い ま す 。 死 に か け た 三 び き は 、 よ

う や く 、 ル ラ 蛙 の お 父 さ ん た ち に 助 け ら れ て 、 そ の の ち 、 ブ ン 蛙 と ベ ン 蛙 は

改心したとい うので す。  

 

びっくりする 結末で すが、初期形は 、「蛙 の消滅」という題、花嫁はてんと う

む し で 、 三 び き は 死 ん で 、 生 き 返 り ま せ ん 。 物 語 が 無 理 に 打 ち 切 ら れ て し ま

う感じは、さ らに強 まります。  

 

「 蛙 の 雲 見 」 と い う タ イ ト ル の メ モ も 残 さ れ て い る 作 品 で す か ら 、 読 者 も 、

蛙たちの雲見 を楽し めばいいので しょう か。「 どうも実に 立派 だね。だん だん

ぺネタ形にな るね。」「 うん。うすい金色 だね 。永遠の生命を思 わせ るね。」「実

に 僕 た ち の 理 想 だ ね 。」 ― ― 蛙 た ち は 、 こ ん な ふ う に 雲 の 峰 を め で る の で す 。

「ぺネタ形」 は、平 たいことで、 たいへ ん高尚です。  

 



繰 り 返 さ れ る 「 さ よ な ら ね 」 と い う 蛙 た ち の あ い さ つ も 耳 に 残 り ま す 。 作 品

の語り手は 、「「さよ ならね」も もう鼻に ついて厭きて 参りま した。」というの

ですが。（ 馬車別当 ）  

（本文の引用 は、新 潮文庫版『新 編  風の 又三郎』によ りまし た。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ５  

***************************************************************** 

 

い き な り  ロ ッ タ は 、 だ ま っ て  そ の  は さ み を  と り あ げ る と 、 セ ー タ ー

に  大きな  あなを  きりぬきは じめま した。  

「 お ま え は 、 さ し た り  ひ っ か い た り す る ん だ も の 、 こ う さ れ た っ て  あ た

りまえよ。」  

（『ロッタ ちゃんの  ひっこし』アストリッ ド・リンドグレーン /作  山室静 /

訳  偕成社  1966 年 12 月初版  1995 年７ 月改訂  p29-30）  

 

幼 い 頃 、 ロ ッ タ は 私 の あ こ が れ で し た 。 冬 に 徳 利 の セ ー タ ー を 着 せ ら れ て 、

あ ま り に 首 が ち く ち く す る の で 、 泣 い て 拒 否 し た こ と を 覚 え て い ま す 。 私 に

は セ ー タ ー を は さ み で 切 る 勇 気 は あ り ま せ ん で し た が 、 ロ ッ タ は や っ て し ま

います。それも、ロッ タの理屈では 、「さし たり  ひっか いたり する」悪いや

つだから、や っつけ るのです。  

 

と は い え 、 は さ み で 切 っ て し ま っ た 後 に は 「 き ゅ う に  し ん ぱ い に  な っ て

きま」す。そして、「 そうだ、この  あな は、いぬが  あけた んだと  いい ま

しょ。」と、ぶ たのぬ いぐるみのバ ムセに 言いきかせま す。ユ ニークな発想 に

笑 い つ つ 、 悪 い こ と や 失 敗 を し た と き 、 何 と か 取 り 繕 お う と す る 気 持 ち に 強

い共感を覚え ます。  

 

こ の イ ラ イ ラ は 、 実 は 、 夢 で 兄 と 姉 が バ ム セ を ぶ っ た こ と か ら 始 ま っ て い ま

す 。 夢 の 中 で あ れ 、 兄 と 姉 に い じ め ら れ 、 次 に 母 に ち く ち く の セ ー タ ー を 着

せ ら れ そ う に な り 、 拒 否 し て 「 は だ か で  い る 」 と い う と 「 か っ て に  し な

さい」と言われ、ココ アを飲むよう に言わ れて黙ってい ると、どなられ、「 コ

コアを  のん であげ ても  いいわ よ。」と 言うと、無 理に飲ま なくてもいい と

言 わ れ 、 服 を 着 る よ う に 言 わ れ る 。 イ ラ イ ラ が ロ ッ タ の 中 で ど ん ど ん 膨 ら ん

で い る 様 子 が わ か り ま す 。 一 つ う ま く い な か い と 、 悪 循 環 に な っ て も う 戻 れ

なくなる様子 は幼い 頃、誰しもが 経験す ることです。  

 

そ し て 、 ロ ッ タ は つ い に 、 隣 の 家 の 物 置 の ２ 階 に 家 出 を す る の で す 。 こ こ も

私 が あ こ が れ た と こ ろ で し た 。 家 出 は 快 適 で 、 食 べ 物 を も ら う の に 、 ２ 階 か

ら ひ も を つ け た か ご を 下 し て 食 べ 物 を 入 れ て も ら う と い う ア イ デ ィ ア は す ば

らしく、二段 ベッド を使って妹と 家出ご っこをしたの を覚え ています。  

 

私 の セ ー タ ー に 関 し て 言 え ば 、 少 し 大 き く な る と 、 同 じ セ ー タ ー が 着 ら れ る

よ う に な り ま し た 。 成 長 し た こ と を 喜 ぶ と 同 時 に 、 敏 感 な 皮 膚 感 覚 を 失 っ た

ことを少し寂 しく思 いました。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

京都文化博物 館で来 年１月 13 日まで開催 されている巡 回展「み んなのミュシ



ャ  ミ ュ シ ャ か ら マ ン ガ へ － 線 の 魔 術 」 に 行 っ て き ま し た 。 こ の 展 覧 会 で は

ミュシャの幼 少期の 作品、蔵書 、収集し た 工芸品、素 描画、写 真 、ポスター、

ミ ュ シ ャ の 影 響 を う け た イ ギ リ ス や ア メ リ カ の グ ラ フ ィ ッ ク ・ ア ー ト 作 品 、

レ コ ー ド ジ ャ ケ ッ ト 、 ア メ リ カ ン コ ミ ッ ク 、 日 本 の 明 治 期 の 文 芸 誌 、 マ ン ガ

家やイラスト レータ ーの作品など約 250 点が展示され ていま す。  

 

前 半 は ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー を 代 表 す る 芸 術 家 ア ル フ ォ ン ス ・ ミ ュ シ ャ

（ 1860-1939）の生涯 がわかりやす く紹介 されています 。チェ コに生まれた ミ

ュシャは、 1878 年、プラハの美術 アカデ ミーに不合格 になり 、働きながら 美

術 を 学 び 、 後 に パ ト ロ ン を 得 て ミ ュ ン ヘ ン や パ リ の 美 術 学 校 へ 通 い ま す 。 と

ころが、 1889 年にパトロンから突 然援助 を打ち切られ 、本格 的に挿絵画家 と

し て 働 き 始 め る こ と に な り ま す 。 ミ ュ シ ャ は 挿 絵 を 美 術 作 品 と と ら え て 、 コ

ン セ プ ト を 考 え 、 妥 協 し な い で デ ッ サ ン や 構 図 を き わ め て い っ た と い う こ と

が、数々の習 作から よくわかりま す。  

 

ポ ス タ ー 作 家 と し て 知 ら れ る き っ か け と な っ た 女 優 サ ラ ・ ベ ル ナ ー ル の 劇 場

ポ ス タ ー 、 タ バ コ や お 酒 、 銀 行 な ど の 宣 伝 用 、 観 賞 用 の パ ネ ル な ど 、 優 し い

色 合 い の 縦 長 の 大 き な ポ ス タ ー が ず ら り と 並 ん で い ま す 。 美 し い 女 性 の 背 後

に 植 物 や 花 や 星 の 装 飾 的 な 輪 が 描 か れ 、 ド レ ス の 裾 や う ね る よ う な 髪 が 右 下

方 向 に 流 れ る よ う な Ｑ 型 の 構 図 が ミ ュ シ ャ の 特 徴 だ そ う で す 。 細 部 ま で 美 し

く、見飽きま せんで した。  

 

後 半 は 「 ミ ュ シ ャ 」 か ら 影 響 を 受 け た 芸 術 が 紹 介 さ れ て い ま す 。 日 本 へ の 影

響 は ま ず 、 明 治 時 代 の 「 明 星 」 や 「 新 声 」 等 の 雑 誌 や 『 み だ れ 髪 』 の 表 紙 な

どにありまし た。し かし、その後 ミュシ ャは 50 年以上世界か ら忘れ去られ 、

1963 年のロンドンで 開催された回 顧展を きっかけに再 評価さ れます。水野 英

子 、 山 岸 凉 子 、 松 苗 あ け み な ど の 少 女 マ ン ガ 家 は 、 ミ ュ シ ャ の 影 響 を 受 け た

第 二 世 代 と 言 え 、 曲 線 美 や 装 飾 性 に 少 女 マ ン ガ の 美 し さ の 源 流 を 見 た 思 い が

しました。（Ｋ）  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  資料展示「魅せ ま す！紙芝居展 」  

国際児童文学 館所蔵 の印刷紙芝居 を中心 に、 1930 年代から現 在までの歴史 を

たどります。  

会  期：開催中～ 12 月 28 日（土）  休館日あり  

会  場：大阪府立中央 図書館  展示 コーナ ー、国際児童文 学館（ 東大阪市荒本 ）  

主  催：大阪府立中 央 図書館  国際児童文 学 館  

協  力：一般財団法 人  大阪国際児童文学 振 興財団  

 

上 記 イ ベ ン ト の 詳 細 お よ び そ の 他 の 講 座 ・ 講 演 会 、 展 示 会 、 公 募 情 報 に つ い

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今 号 の 【 １ 】 お 知 ら せ で 紹 介 し ま し た 、 連 続 講 座 「 幼 い 子 ど も の 文 学 を 考 え



る 」 の 報 告 集 を １ 名 の 方 に プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 メ ー ル で 件 名

「メルマガ  NO.111 プレゼント希望 」とし 、(1)お名前  (2)郵便番号・住所  (3)

電 話 番 号  (4)メ ー ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ ば  (5)こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お

書きのうえ  office@iiclo.or.jp にお送り ください。  

締切は 12 月 10 日 (火 )、当選発表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

今年もあと一 月余り で終わり。気 持ちだ けではなく何 かとあ わただしい昨 今

ですが、年末 恒例の イベント（素 直に忘 年会と言えば 良いも のを）の日程 調

整にも一苦労 。「歳 を考えてね」 との連 れ合いの言葉 が耳の 奥に残りなが ら

も、久しぶり の顔合 わせに思わず 杯が進 む季節です。 （ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


